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順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 

６ 影山 正直（２８） １．「はじめに」について 

「地域経済に明るい兆しが見え始め、若い世代の人口減少

にブレーキが掛かりつつあるなど、まいた種が着実に成長し、

実を付け、収穫できたものもある」とあるが、どのような種

をまき、何が収穫できたか。 

２．「市政運営の基本姿勢」について 

 (1) 「大学や専門学校などの高等教育機関の誘致を図るなど、

教育環境の充実を図ってまいります」とあるが、具体的に

示せるものがあるか。 

 (2) 「多くの皆様と一緒に、中核市移行について検討してま

いります」とあるが、 

  ① 県東部の市町をリードする覚悟はあるか。 

  ② 市長の意思を明確に伺いたい。 

３．「新年度の市政運営に向けて」について 

「我が国の経済は、企業収益が過去最高の水準となり、有

効求人倍率が史上初めて全ての都道府県において１倍を超

え、雇用者所得や個人消費の持ち直しが見られるなど、経済

の好循環が実現しつつあります」とあるが、本市の産業、経

済状況をどう捉えているか。 

４．施策の大要第６『人にやさしい便利で快適なまち』をつく

るための施策について 

「スポーツ交流の基盤として、より一層利活用を図るため、

富士川緑地右岸の野球場整備を推進するとともに、左岸の再

整備に向け用地取得を進めてまいります」とあるが、 

 (1) 用地取得の予定期間はいつか。 

 (2) 用地取得後に整備を始めるか。 

 (3) 整備手法で用地取得は必要か。 

５．平成30年度の執行体制について 

 (1) 部の名称変更や課の新設及び特定任期付職員の配置を

し、組織改正を行うとしているが、 

  ① その戦略的な意味合いは何か。 

  ② また、先般設置された特別顧問の狙いと活用方法を伺

う。 

 (2) 来年度予算について 

予算編成についての考え方を伺う。 

市    長
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順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 

７ 笠井  浩（１９） １．「新年度の市政運営に向けて」について 

「災害派遣トイレネットワークプロジェクト事業などを全

国に先駆けて展開しております」とあるが、全国に向けた呼

びかけの進捗状況について 

２．施策の大要第２『健やかに安心して暮らせるまち』をつく

るための施策について 

 (1) 結婚支援については、「『ハッピネスＦｕｊｉ』における

本市独自のマッチング支援システムの広域展開に向け、シ

ステムの導入を検討している市町等との協議を進めるな

ど、結婚を希望する方への支援を拡充してまいります」と

あるが、システム導入を検討している自治体との協議の内

容と近隣市町への対応について 

 (2) 市庁舎４階に設置する「『子育て総合相談センター』につ

きましては、母子健康手帳の交付など現在フィランセで行

っている業務の一部を移管し、妊娠から出産、子育てに係

る手続のワンストップ化を進めるとともに、様々なニーズ

に対して総合的な相談や支援を行ってまいります」とある

が、今後の子育て相談に対するフィランセの役割について

 (3) 「多機能型障害福祉サービス事業所の整備を支援する」

とあるが、多機能型障害福祉サービス事業所の仕組みにつ

いて 

 (4) 「外出することが著しく困難な障害児に対して、新たに

居宅訪問型の発達支援を行ってまいります」とあるが、具

体的な支援について 

３．施策の大要第３『産業が交流するにぎわいのまち』をつく

るための施策について 

  「市内既存企業の生産性向上を支援する制度を創設いたし

ます」とあるが、 

 (1) 具体的な内容について 

 (2) 雇用創出との関係について 

４．施策の大要第４『人と自然が共生し環境負荷の少ないまち』

をつくるための施策について 

  「『(仮称)富士市生物多様性地域戦略』の策定」とあるが、

具体的な内容について 

５．施策の大要第５『魅力ある教育を実現するまち』をつくる

ための施策について 

「若者相談窓口『ココ☆カラ』において、ニート・ひきこ

もり・不登校などの社会生活を営む上で困難を抱える若者の

相談・支援に取り組んでまいります」とあるが、支援の現状

と来年度の取り組みについて 

６．平成30年度の執行体制について 

「弁護士資格を有する特定任期付職員を総務課に配置いた

します」とあるが、 

(1) 職務の内容について 

(2) 将来的な展望について 
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